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１学期を振り返って
校長 大谷 弘喜

本年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、これまでに経験したことがない、たいへん

な１学期となりました。まず４月15日から臨時休業となりましたが、岩国市では５月７日から学校が再開

され、現在に至るまで、生徒は授業や委員会活動、部活動等に生き生きと取り組み、校舎内外において元

気に活動してきました。１年生は中学校生活に慣れ、学習や部活動に積極的に取り組んでおり、また２，

３年生は学校の柱として、日々変化の激しい生活に冷静にまた笑顔で対応し、たいへん頼もしく感じまし

た。それぞれの学年において生徒が大きく成長した１学期であったと思います。

部活動においては、本校の部活動運営方針に則り、時間を有効に活用し、各部とも充実した活動をして

おります。今後は熱中症予防に配慮して取り組んでまいります。また、７月23日～８月２日には岩国市夏

季体育大会が計画されております。３年生にとってこれまでの成果を生かす場としての大会となりますの

で、是非ご支援をお願いいたします。

終わりに、岩国市では、７月31日(金)が１学期の終業式、８月24日(月)が2学期の始業式となっておりま

す。例年より短い夏休みとなりますので、より計画的に過ごすことが大切です。生徒にとって有意義な夏

休みとなりますよう、御理解と御協力をお願いいたします。

学年の様子

４月８日の入学式では、大きな制服を身にまとい、まだあどけなさが残っていた１年生。その後、

５月から中学校生活が再スタートしましたが、学校行事は実施できず、授業中心の１学期でした。５

月は、「話を聞く態度が悪い」「集中力が続かないで手悪さをする」等、課題がありましたが、「中学

校に入学したら頑張る！」という強い気持ちで一人ひとりが努力をし、少しずつ改善していった結果、

今ではけじめのついた活気のある授業ができつつあります。夏休み、２学期では、部活動や学校行事

に積極的に取り組み、さらに大きく成長してくれると期待しています。【１学年 主任 村田 孝友】

今まで誰も経験したことのない１学期。先輩としての実感も何となく程度しか感じることができず

…。そんな中でも、しっかりと状況に対応し、落ち着いた学校生活を創っている２年生には、やはり

中学校生活を１年間経験した「先輩」としての姿を見てとれます。今後、授業はもとより、体育祭や

文化祭の学校行事、部活動等を通して必ず力を付け、より成長してくれると信じています。

「やる気」「根気」「克己」で「チャンスを逃さず、生かし、育つ」 それを実現できる２年生の力

を期待しています。 【２学年 主任 遠田昭道】

５月の学校再開後、しばらくは何となくぎごちなかった学級のムードも、今ではすっかり皆が打ち

解け合い、どのクラスからも元気な笑い声が響いています。そして、６月の高校説明会をきっかけに

進路に対する意識が高まり、学習への意欲も高まっています。また、部活動では、大きな大会がなく

なったにもかかわらず、決してやる気を失うことはなく、前向きな姿勢で練習に取り組んでいます。

２学期には大きな行事が予定されています。３年生のパワーで学校全体を牽引することを期待して

います。 【３学年 主任 進藤健一】



高校説明会 生徒指導部より

６月１８日(木)に、３年生にとって進路に関わる １学期は、まなびづくり（４月）、仲間づくり（５

大きな行事である「高校説明会」が開催されました。 月）、仕事に励む（６月）、思いやりの心を知る

市内６高校の校長先生が来校され、自校の特色等を （７月）のキ－ワ－ドのもと、学校生活を送っ

説明されました。新型コロナウィルス感染拡大防止 てきました。年度当初は新型コロナウィルスの

対策として、生徒のみの参加となりましたが、生徒 影響で休校を余儀なくされ、５月からの学校再

たちは真剣に耳を傾け、進路に向き合う意識を高め 開となりましたが、１年生も中学校生活に慣れ

ることができました。次は生徒の感想です。 てきました。新型コロナウィルス感染防止のた

め、例年行っていた学校行事が実施できないこ

高校とは、その先の就職や進学という目標を叶え とは大変残念ですが、生徒たちは前向きに授業

るためのすステップの機関なんだということを強く や部活動に励んでおり、落ち着いた雰囲気

感じた。なので選択の際には、自分は何を目標にし で過ごしています。一方で、登下校中に道いっ

ているのかと、どの高校がどんなことを目標にして ぱいに広がる、狭い道であるにも関わらず立ち

いるか、という２つのことを明確にする必要がある 止まって話しをしているなど、まだまだ交通マ

なと思った。小、中学校とは違った、「その先の目標」 ナーが徹底できていないという課題もあります。

を意識する３年間なんだと感じた。 学校としても交通指導や呼びかけを継続してい

また、パワーポイントによる約２０分の説明や、 きますが、ご家庭でもお子様に声をかけていた

配られた資料など、高校の先生方に感謝すべきだな だけると幸いです。

と思った。そして、進藤先生の『受験は団体戦』と 地域の皆様におかれましては、交通マナーのみ

いう言葉が印象に残った。これから意識して、皆で ならず、本校生徒の気になる光景を見られまし

頑張っていきたい。 そのために僕は、まずはしっか たら、声かけやご指導をよろしくお願いいたし

り発表していくことが必要だと思った。‟一緒に乗り ます。

越える”と思 また、何かありましたら御遠慮なく書きまでご

って受験の見 連絡ください。

方を、そして 麻里布中学校 ２２－２２３４

これからの生 岩国警察署 ２４－０１１０

活を身近なこ 麻里布交番 ２１－６６００

とから変えて

いこうと思う。

今後の主な行事 校門前花壇の苗植え→

７月 １６(木)内科検診（２年生） ９月 ９日(水)体育祭予行

２８～３０(火～木)個人懇談会 １２日(日)体育祭

３１(金)終業式 １４日(月)振替休日

８月 ２４日(月）２学期始業式 １６日(水)中間テスト発表

２５日(火)夏休み明けテスト ２３日(水)中間テスト

２７日(木)内科検診(２年生) ２８日(月)教育実習開始(～１０／１６）



各部活動の今！！

新型コロナウィルス感染拡大防止のため、様々な行事や催し物が中止、縮小される中でも麻里布中学校

生徒は、それぞれの部活動で一致団結して頑張っています。運動部では３年生の引退が近づいてきました。

現在の様子を各部のキャプテン、部長に聞いてみました。

※７月２３～２６(木～日)、８月１、２日(土、日) 岩国地区中学校夏季体育大会

サッカー

サッカー部では、チームみん

なで一生懸命に取り組み、県体

優勝を目指して頑張っています。

【宮岡優太】

剣道男女

夏季大会優勝と、県体出場、

そして入賞できるように全力を

尽くして取り組んでいきたいと

思います。

【前田大耀】

柔道

練習ができなかったり、大切

な大会がなくなったり、色々大

変でした。なので、残り少ない

大会を全力で頑張ります。

【川西悠斗】

美術

写生大会の中止で実力を発揮

できなかった分、読書感想画や

日頃の制作で納得のいく作品を

作ろうと、部員全員で頑張って

います。 【林 舞衣】

英語・科学

英語・科学部で力を入れてい

るのは、トリーシャ先生との英

会話と畑作業です。

Let's eat fresh vegetable!

【仲間功剛】

野球

僕達野球部は、県体優勝とい

う目標に向け、最後のチャンス

である夏季大会に、悔いのない

よう全力で臨みます。絶対に優

勝します！！ 【冨士本日葵】

バレーボール

私たちは‟ねばりのバレー”を

モットーに、日々練習していま

す。どんなに苦しい場面でも笑

顔で乗り越えて、優勝できるよ

うに頑張ります!!【藤田陽美華】

バスケットボール男子

バスケ部では夏季大会優勝、

県大会でベスト８を目指して、

一日一日を大切に部活動を行っ

ています。

【年岡安生】

バスケットボール女子

私たちの部活では、夏季大会

に向けて全員で声を出し、明る

く、楽しく、元気よく練習をし

ています。最後まで笑顔で頑張

ります！ 【水津 音】

陸上

夏、秋の大会に向けて、自己

ベストの更新、入賞できるよう

に、基本の練習から真剣に取り

組み、大会でベストを尽くせる

ように頑張ります。【村重直哉】

卓球男子

日々明るく、そして何よりチ

ーム一人ひとりが「一本集中」

を忘れず練習に励んでいます。

目標の県体出場に向けて準備を

整えています。 【森 耀亮】

ソフトテニス男子

僕たちはストロークやサーブ

など、各々が自分の課題と向き

合って練習してきました。大会

までの日数、全力でやり抜きま

す。 【大嶽良太】

ソフトテニス女子

女子ソフトテニス部では、一

人ひとりが自分の目標に向かっ

て、日々‟一笑懸命”練習に取り

組んでいます。

【河田花音】

吹奏楽

コンクールは中止になりまし

たが、体育祭や文化祭、今年特

別に開催できる演奏会に向けて

練習を重ねています。

【三宅 潤】

卓球女子

個人戦や団体戦で一丸となり、

一つでも多く試合に勝つことを

目標に練習しています。皆で満

足のいく試合ができるように頑

張ります。 【柳井莉々香】



４月８日の入学式では、大きな制服を身にまとい、まだあどけなさが残っていた１年生。その後、５月

から中学校生活が再スタートしましたが、学校行事は実施できず、授業中心の１学期でした。５月は、「話

を聞く態度が悪い」「集中力が続かないで手悪さをする」等、課題がありましたが、「中学校に入学したら

頑張る！」という強い気持ちで一人ひとりが努力をし、少しずつ改善していった結果、今ではけじめのつ

いた活気のある授業ができつつあります。夏休み、２学期では、部活動や学校行事に積極的に取り組み、

さらに大きく成長してくれると期待しています。


